On Mori Ogai and his Tankas by 清田, 文武 & Seita, Fumitake
森鴎外とその短歌















































































おほきみ まけ くす し





さ が れ ん う ら
薩吟連烏龍の なみのとむせぶ
たいれん






関門海峡を通過する折､かつての勤務地小倉を見やり ｢待ちえたる 朝びらきみよ さ
ふたとせ よのなか













作では ｢霜しげき 広野のすゑの むら木立 枝もとををに 氷はなさく｣が､後者の風






















群について､まず助詞 ｢かな｣の使用を数字で瞥見すると､ 『うた日記』24首､ ｢我百首｣
(FスバルJ明治42･5)1首､明治40年から42年にかけて F明星Jに発表の ｢一利那｣｢舞
扇｣｢潮の音｣は都合5首､晩年の ｢奈良五十首｣(『明星』大正11･1)2首である｡題詠




























つ もちひ て ひた


















奨励会､大正2)を閲するに､八田知紀 (明治6年没)､間島冬道 (同23年没)､税所敦子 (同
33年没)､太田垣蓮月 (同8年没)､小出粂 (同41年没)及び高崎正風 (同45年没)の作を

















































































































あった｡ ここに ｢詩｣とは国詩の謂であって､短歌 ･俳句を含むこと言うまでもあるまい｡























特質について論 じたことがあったのであるが(22)､この観点からは 『うた日記』で ｢名さ
せ いが むす ちり て こは く とこ る り
-清河 掬ぶに塵の 手ふきはず 琉泊の床に 瑠璃のせせらぎ｣と詠んだ一首が関心を
引 くが､佐藤春夫 も挙げているように(23)､特に次の歌が注目される｡歌のみではなく､
これは作家 ･文章家としての鴎外の願いでもあったことを示すものに外なるまい｡
うた こほり も はり ばん
歌もかかれ 氷を盛れる 波璃の盤
す くま


























































(22)拙著 r鴎外文芸の研究 中年期篇J参照｡書中ゲーテを他の研究者の論にもあるように ｢目










(28)中野重治著 r鴎外 その側面J(筑摩書房､昭和27)所収 ｢鴎外の詩歌｣参照｡
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